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皆さんこんにちは！ 

今号では、私たち推進員が活動する東松島市で行った青年海外協力隊（以下：協力隊）写真展の様子と、 

ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2019 において、東北センター所長賞を受賞した、市内の中学

生の奥田萌
も え

希
ぎ

さんを紹介します。 

 

【写真展～東松島から世界へ！活躍する青年海外協力隊～を開催】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東松島市出身として約 10 年ぶりの協力隊員の協力を得て、青年海外協力隊写真展を東松島市図書館と共

同で２回開催しました。この写真展は、東松島市から海外で活躍する２人の写真を通じ、市内の方々に“開発途上

国”や“海外”を身近に感じ、多文化理解や国際協力へ興味をもつ第一歩になってほしいという想いから実施した

ものです。 

2019 年 6 月は、アフリカのベナン共和国にある保健センターで乳幼児健診受診向上の啓発活動をしていた

佐藤百香さん、11 月には、中米のグアテマラ共和国にある小学校で算数授業の支援をしていた武田果穂さんよ

り写真を提供いただき、2人がそれぞれ活動する国の衣食住、活動の様子などの写真を展示し、紹介しました。 

また、民族衣装の展示も人気で、日本と異なる色使いの布を用いたアフリカの衣装や、刺しゅうが施されたグア

テマラの衣装を興味深く見る来場者の方が多くいました。来場者からは、「同じ市出身者の写真を通じて、青年海

外協力隊について初めて知ることができた」や、「その国の人の為に活動に励む姿に勇気をもらった」などのメッ

セージが寄せられました。 

写真展会場の東松島市図書館では、写真展と併せて世界の国旗や食べもの、2人の活動に関係する分野(例：

算数教育、医療など)の関連図書の展示を行いました。図書館からは、この展示がきっかけとなり、幅広い分野の

本の貸し出しが活発になったと感想があり、この写真展を通じて、多くの人に「国際協力」を身近に捉えていただく

きっかけづくりができました。 

東松島市図書館の皆さま、ご協力ありがとうございました。 

佐藤 百
も も

香
か

さん 

(派遣国：ベナン/職種：コミュニティ開発) 

武田 果穂さん 

(派遣国：グアテマラ/職種：小学校教育) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東松島市の中学生がＪＩＣＡ東北所長賞を受賞！  

～JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2019～】 
 

ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト 2019にて、東松島市立矢本第一中学校２年生の奥田萌希

さんが、ＪＩＣＡ東北センター所長賞を受賞しました。矢本第一中学校は、協力隊に参加された佐藤さん、武田さん

の母校でもあります。 

このエッセイコンテストは、中学生・高校生を対象に、開発途上国の現状や日本との関係について理解を深め、

国際社会の中で日本、そして自分たちがどのように行動すべきかを考えることを目的としているもので、今年で中

学生の部は 24回、高校生の部は 58回を迎えました。今年度は、「よりよい世界の未来を目指して～私たちから

始まる一歩～」をテーマに、全国の中高生から 55,461点の応募がありました。 

奥田さんのエッセイのタイトルは、「だれかのためにできること」です。エッセイでは、市内の高校生が中心となり

実施された、アフリカのウガンダの中高生に布ナプキンを作って送り届ける「ウガンダガールズプロジェクト」に参

加したことをきっかけに、開発途上国の教育について調べ、「よりよい世界への一歩」として自分ができることにつ

いて気がついたことや考えがつづられています。奥田さん、受賞おめでとうございました。なお、奥田さんの受賞に

ついては、市報ひがしまつしま（3月 15日号）にも取り上げられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来場者のみなさんから 2人への 

メッセージボード(写真は武田さん

の写真展時のもの) 
ベナンの民族衣装「ボンバ」

を着用する佐藤さん 

写真展示の様子 

東北センター所長より、表彰状

を受け取る奥田さん 
東北4県合同表彰式の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JICA国際協力中学生・高校生エッセイコンテストの詳細はこちらから

https://www.jica.go.jp/hiroba/program/apply/essay/ 

東北 4県合同表彰式の詳しい様子はこちらから

https://www.jica.go.jp/tohoku/topics/2019/ku57pq00000lrdmg.html 

市報ひがしまつしま(3月１５日号)はこちらから 

https://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/index.cfm/16,16677,24,196,html  

 

今回は東松島から世界とつながり、実際に活動に参加した 3人を取り上げさせていただきました。みなさんの 

かけがえのない経験を、これからもたくさんの人に発信していってほしいと思っています。 

佐藤さん、武田さん、奥田さんの今後のご活躍を応援しています。 

 

 

以上 

・エッセイコンテストに応募しようと思ったきっかけは？？  

市内の高校生の友人が実施している「ウガンダガールズプロジェクト」に参加し、ウガンダでは、生理用品を 

買うことができないために、生理中に学校に通えないことがあるという現状を知りました。 

このプロジェクトに参加した体験から、開発途上国の子供たちの教育について考えたことが応募したきっかけで

す。エッセイでは、布ナプキンを届けることで、ウガンダの女子生徒が学校に行けるようになってほしいという想いを

込めて書きました。 

 

・今後の目標は？？  

いつか私も海外に行って、人々の役に立つ何かをしたいです。 

 

・担任の阿部 沙紀先生より、奥田さんへのメッセージ   

これからも様々なことを学び、その経験を周りに発信していってほしいです。 

 

奥田さんと地域復興推進員 

【奥田さんへのインタビュー】 

 

https://www.jica.go.jp/hiroba/program/apply/essay/
https://www.jica.go.jp/tohoku/topics/2019/ku57pq00000lrdmg.html
https://www.city.higashimatsushima.miyagi.jp/index.cfm/16,16677,24,196,html

